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1 ex., てぃだ広場付近，18. VII. 2018，金子採集・
保管 （篩採集）．

国内からは沖縄島 （恩納村，国頭村奥間），海外
においてはカタールにて生息が確認されている （越
智，2012；Bezdeck et al., 2016；小林，2016）．渡名
喜島からの記録は今回が初となる．本個体は海岸沿
いの砂地に自生するグンバイヒルガオの根際の砂を
篩うことにより採集された （図 2）．この時，多数
のサキシマケシマグソコガネ Psammodius kobayashii 
Nomura, 1973 （46 exs.） と タ イ ケ シ マ グ ソ コ ガ ネ
Rakovicius coreanus （Kim, 1980）（10 exs.） も 同 時 に
採集されている．渡名喜島における分布は船の往来
による沖縄島からの移入が示唆されたが，既知の生
息地と港の間に大きな隔たりがあることに加え，港
周辺には生息に好適な環境が存在しないことからも，
それは考えづらい．本種の分布様式には未だ不明な
点が残されているため，更なる記録の蓄積が望まれ
る．

文末ながら，採集調査に同行すると共に，採集風
景の写真を提供していただいた大島千幸氏に感謝の
意を述べる．また，本種の同定にご助力いただいた
益本仁雄氏，木内信氏に心より御礼申し上げる．

引用文献

Bezděk, A., M. Dellacasa, G. Ddellacasa, D. Král, M. Rakovič, S. 
Ziani, D. Ahrens, T. Branco, C. Zorn, & F.-T. Krell, 2016. 
Scarabaeidae. Pp. 97‒412. In Löbl, I., & D. Löbl （eds.）, 
Catologue of Palaearctic Coleoptera, 3. xxviii + 983 pp. Brill, 
Leiden.

藤岡昌介 , 2001. 日本産コガネムシ上科総目録 . 293 pp. コガネ
ムシ研究会 , 東京 .

井上暁生 , 2013. 久米島および渡名喜島のケブカコフキコガネ
について . 鰓角通信 , （26） : 16–17.

Kaneko, N. & H. Shigetoh, 2019. Distributional records of scara-
baeid beetles （Coleoptera, Scarabaeidae） from Tonaki-jima 
Is., the Okinawa Isls., Southwestern Japan. Elytra, New Se-

ries, Tokyo, 9: 47–53.
金子直樹・吉武　啓 , 2019. 沖縄県渡名喜島からのフチトリアツ

バコガネの記録 . さやばねニューシリーズ , （33） : 57–58.
小林修司 , 2016. 砂浜海岸の砂篩でヒメヤマトケシマグソを採

集 . 鰓角通信 , （33） : 76–77.
Ochi, T., M. Kawahara, & M. Inagaki, 2006. Taxonomic notes on 

some Japanese coprophagous lamellicorn beetles （Coleoptera, 
Scarabaeoidea） VII. Description of two new taxa of Aphodii-
nae. Kogane, Tokyo, （7） : 31–36.

越智輝雄 , 2012. ヒメヤマトケシマグソコガネ属 . Pp. 214. 岡
島秀治・荒谷邦雄 （監修） 日本産コガネムシ上科標準図
鑑 , 444 pp., 学研 , 東京 .

岡島秀治・荒谷邦雄 , 2012. 日本産コガネムシ上科標準図鑑 . 
444 pp., 学研 , 東京 . 

（金子直樹　243–0034　厚木市船子 1737
東京農業大学昆虫学研究室）

【短報】大津波後に再確認された宮城県名取川河口
からのギョウトクコミズギワゴミムシの記録

ギ ョ ウ ト ク コ ミ ズ ギ ワ ゴ ミ ム シ Paratachys 
gyotokuensis gyotokuensis （Tanaka, 1956） は，千葉県
行徳の江戸川河口域から記載されたオサムシ科の微
小甲虫である．河口部や湾内干潟の汽水域にみら
れる塩性湿地に生息する種で，国内では本州 （北限
は宮城県名取川），四国 （田中・山崎，1972；森田，
1985），九州 （西田，1998） から見つかっている．国
外からは，別亜種が北朝鮮の大同江の河口部から知
られる （Pawłowski, 1974）．

全国的にも生息確認地が少なく，護岸工事，海岸
開発等により生息環境が圧迫されているとみなされ
ていることから，環境省の最新レッドデータブッ
クには絶滅危惧 II 類としての掲載があり （亀澤・丸

図 2．採集地の環境（大島千幸撮影）．

図 1．ギョウトクコミズギワゴミムシ （宮城県名取川産，
 スケールは 1 mm）．
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山，2015），第 4 次レッドリストの 2020 年に改訂さ
れた版でも扱いは変更されていない．千葉，神奈
川，宮城の各県版の最新レッドデータブックにも掲
載されており （田尾，2006；斎藤，2016；山﨑 ･ 宮内，
2011），千葉県でのランクは最重要保護生物，神奈
川県では絶滅危惧 I 類，宮城県では情報不足となっ
ている．

筆者らは，宮城県仙台市の名取川河口域の 2 地点
において本種を確認しているので報告する．

1 ♂，宮城県仙台市若林区種次沢目 （名取川左岸），
24. VIII. 2019，菅谷採集，保管

約 40 exs., 若林区藤塚下河原 （名取川河口部），24. 
VIII. 2019，亀澤・菅谷採集，保管．

同地域からは，すでに森田 （1983） によって 40 年
近く前に採集されて記録があるものの，2011 年の
東日本大震災による大津波に見舞われた後には見つ
かっておらず，震災後としては初めての確認となる
と思われる．

第 1 の確認地点は，河口より約 1.7 km 上流の，
河岸に近接したヨシ原のただ中で，大潮の満潮時に
は水没するためか，近接した場所に浅い水たまりが
存在していた．土壌は砂泥質であった．

第 2 の確認地点は，名取川左岸河口部のヨシ原を
後背地とした塩性湿地である．ヨシ原の河口の北側
は防潮堤の建設が進んでいるが，確認地点は比較的
自然度の高い区画だった．カヤツリグサ科やヨシ
の群落中の砂泥地で，半分埋まった人頭大からこ
ぶし大の石を裏返すと，田尾 （2006） の指摘のよう
に，露出したカニの巣穴内部や石の裏面から成虫が
確認された．また，周囲に薄く堆積したヨシやカヤ
ツリグサ科の枯草の下からも確認された．未成熟個
体が多く含まれ，中には体色が薄く，羽化後あまり
時間を経ていないと思われる個体も認められた．比
較的高密度に生息している様子がうかがえたが，確
認範囲はそれほど広くはなく，砂泥質の土壌が泥
質，砂質のいずれかに片寄りすぎると発見がむずか
しくなる印象があった．適度に泥が混ざった砂地で
は 1 つの石裏から複数 （2～4） 個体が見つかること
も少なくなかった．第 2 の確認地点に散乱していた
石は河口部の工事由来と思われ，石が存在していな
い自然状態では，本種の生息を確認するのは容易で
はなかったかもしれない．2 つの確認地点に共通し
て，ごく少数のハマベミズギワゴミムシ Bembidion 
collutum semiluitum Bates, 1883 が同所的に確認され
た．この種も，森田 （1983） による同地域からの既
記録がある．

末筆ながら，本種の九州における記録についてご
教示くださった今坂正一氏 （久留米市），問合せに
応じてくださった伊東善之氏（高知市）と森田誠司
氏 （東京都），文献入手に手を貸してくださった中
村涼氏 （千葉県），植物について教えてくださった
安藤伸彦氏 （（株） 環境指標生物） に心からお礼申し
上げる．

図 2．本種が確認されたヨシ群落内の地表の様子 （名取川河
口部から約 1.7 km の第 1 の確認地点）．

図 3．第 2 の確認地点の環境 （名取川河口部）．

図 4．石を裏返してカニの巣穴を露出させた状態．
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【短報】キマダラチビカッコウムシの西限記録
キマダラチビカッコウムシ Isoclerus （Isoclerus） 

pictus Lewis, 1892 は， か つ て ヨ ツ モ ン チ ビ カ ッ
コウムシとの和名で国内から知られていた （宮武，
1985）． I. （I.） pictus の原記載者である Lewis は，本
種の上翅には 2 型が存在することを把握しており，
色彩変異として扱っていた （Lewis, 1892）．しかし，
本稿第二著者の村上が日本および台湾産 Isoclerus

属 3 種を再検討した結
果，本種のシンタイ
プには 2 種が混在し，
1 つは本種，もう 1 種
はタイワンチビカッ
コウムシ I. （I） disinlei 
Kolibáč, 1992 の 色 彩
変異であることが判
明 し た （Murakami, 
2019）．すなわち，宮
武 （1985） が本種とし
て図示していたもの
は，実はタイワンチ
ビカッコウムシの色
彩変異であったこと

から，Murakami （2019） によって本種にキマダラチ
ビカッコウムシとの新しい和名が与えられた．これ
以上の混乱を避けるため，Murakami （2019） は今後
ヨツモンチビカッコウムシとの和名を使わないこと
を提唱している．

これまでに知られているキマダラチビカッコウム
シの分布記録は北海道，本州 （青森，栃木，神奈川，
山梨） であった．筆者らは本種の西限記録および石
川県初記録となる個体を採集したので，本稿にて報
告する．

報告に先立ち，採集にご同行いただいた石川県ふ
れあい昆虫館の福富宏和氏に御礼申し上げる．

1 ex., 白山市桑島 大嵐山，17. VII. 2019，渡部採集・
保管 （図 1）．

ブナの倒木の表面に生えたキノコ （種不明） より
採集されたが，確認されたのは 1 頭のみであり，再
現性のある採集事例かどうかは不明である．
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【短報】コブアナアキゾウムシの西表島からの記録
コ ブ ア ナ ア キ ゾ ウ ム シ Pimelocerus pustulatus 

（Kôno, 1932） （ゾウムシ科アナアキゾウムシ亜科） 
は，台湾・霧社産の 1 雌に基づき記載された種で，
これまでに生態的知見が得られていない比較的大形
で珍種のアナアキゾウムシである．国内からは的場 

（1983） により，はじめて石垣島と西表島から記録
されているが，その後の追加記録は筆者らが調べた
限りでは見当たらない．

筆者の一人加藤は最近，西表島において本種を採
集しているので，同島から 2 例目の記録として，こ
こに報告する．

1ex., 西表島上原テドウ山，1. XII. 2019，加藤大樹
図 1．石川県産キマダラチビ

カッコウムシ．


